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７―１ 標準案内用図記号 

 

 

７ 付属資料 

○「図記号」は、文字に比べ多くの人が理解しやすい「視覚情報サイン」であること

から、バリアフリーや国際化の観点から、国内的にも国際的にもデザインや仕様の

統一化の取り組みが進められています。

○国際的には、57 項目の図記号が国際標準化機構（ISO）により標準化されています。

○国内では、一般案内用図記号検討委員会により 125 項目（応用例７項目を除く）の

図記号が「標準案内用図記号」とされています。

○なお、「標準案内用図記号」のうち 110 項目と洪水関連図記号 3項目の合計 113 項

目の図記号については、「案内用図記号（JIS Z 8210）」として日本工業規格（JIS）

化されています。 

■標準案内用図記号 125 項目（うち 110 項目が JIS 規格：JIS Z 8210） 
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■洪水関連図記号 3項目（すべて JIS 規格：JIS Z 8210） 

【出典】まるごとまちごとハザード 

マップ実施の手引き

（国土交通省河川局/H18.7） 

●標準案内用図記号の使用方法について 

○図記号（5～8）に使用されている赤、緑、黄、青の色彩は、（JIS Z 9101）に依っています。

以下がマンセル値となっています。

【安全色】赤：7.5R 4/5、緑：10G 4/10、黄：2.5Y 8/14、青：2.5PB 3.5/10【対比色】白：N9.5、黒：N1

○白地に黒色で表現されている図記号（1～4）は、図と地の関係の反転（図１）や上記の安全色

以外の色彩への変更が可能です (図２)。ただし、色彩・明度を変更する場合は、図と地色と

のコントラストが十分明確になるように、明度差は最低 5以上とすることが必要です。 

○標準案内用図記号の使用原則などの詳細については、交通エコロジー・モビリティ財団

（http://www.ecomo.or.jp/）のホームページでご覧になれます。 

【図１】図と地の関係の反転 【図２】色彩の変更 

周辺サインとの関係など、状況に応じて、図

と地の関係を反転することができる。なお、安

全色が使用された図記号については、変更せず

に統一的に使用する必要がある。 

日本では男子の図

記号に寒色系、女子に

暖色系の色彩が多く

使用されている。上記

のように慣例色に変

更することによって、

より多くの人にとっ

てわかりやすくなる

ことが考えられる。 

【出典】標準案内用図記号ガイドライン（一般案内用図記号検討委員会・交通エコロジー・モビリティ財団/H13.3）
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７－２ 関連指針類等 

○ここでは、本マニュアルや建物サインづくりに関連する法令、指針類等を示します。 

法令・例規等 

・高齢者、障害者等の移動等の円滑化に関する法律、同施行令

・東京都福祉のまちづくり条例、同施行規則

・高齢者、障害者等が利用しやすい建築物の整備に関する条例（東京都）

・練馬区福祉のまちづくり整備要綱 

基準・指針類等 

関連規格 ※（財）日本規格協会ホームページ参照 

（JIS T 0922:2007）高齢者・障害者配慮設計指針 触知案内図の情報内容及び形状並びにその表示方法

（JIS T 0921:2006）高齢者・障害者配慮設計指針 点字の表示原則及び点字表示方法 公共施設・設備

（JIS T 9251:2001）視覚障害者誘導用ブロック等の突起の形状・寸法及びその配列

（JIS T 0901:2005）視覚障害者の歩行・移動のための音声案内による支援システム指針

（JIS Z 9101:2005）安全色及び安全標識 産業環境及び案内用安全標識のデザイン通則

（JIS Z 9103:2005）安全色—一般的事項

（JIS Z 9104:2005）安全標識―一般的事項

（JIS Z 9107:1998）安全標識板

（JIS S 0032:2003）高齢者・障害者配慮設計指針 視覚表示物 日本語文字の最小可読文字サイズ推定

方法 

（JIS S 0033:2006）高齢者・障害者配慮設計指針 視覚表示物 年齢を考慮した基本色領域に基づく色

の組合せ方法 

参考文献等 

・サイン環境のユニバーサルデザイン：計画・設計のための 108 の視点（田中直人、岩田三千子/学芸

出版社/H11.8）

・ユニバーサルデザインにおける色覚バリアフリーへの提言（岡部正隆、伊藤啓、橋本知子/H15.8） 

・官庁施設のユニバーサルデザインに関する基準（国営整第 157 号・国営設第 163 号/H18.3.31）

・官庁施設の基本的性能基準（国営整第 156 号・国営設第 162号/H18.3.31）

・建築設計基準（国営整第 158号/H18.3.31）

・公共交通機関旅客施設の移動円滑化整備ガイドライン（交通エコロジー・モビリティ財団/H13.8）

・公共交通機関旅客施設の移動円滑化整備ガイドライン追補版（交通エコロジー・モビリティ財団/H14.12）

・ユニバーサルデザインの考え方を導入した公共建築整備のガイドライン（全国営繕主管課長会議/H18.2）

・観光活性化標識ガイドライン（国土交通省総合政策局/H17.6）

・都立建築物のユニバーサルデザイン導入ガイドライン（東京都財務局/ H19.3）

・福祉のまちづくりを進めるためのユニバーサルデザインガイドライン（東京都福祉保険局/ H18.1）

・身近なバリアフリーハンドブック（東京都都市整備局/H17.3）

・わかりやすいバリアフリーの手引き（東京都都市整備局/ H17.3）

・標準案内用図記号ガイドライン（一般案内用図記号検討委員会・交通エコロジー・モビリティ財団/H13.3） 

（JIS Z 8210:2007）案内用図記号

（JIS T 0103:2005）コミュニケーション支援用絵記号デザイン原則

（ISO 7001:1990）  一般案内用図記号 


